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原
料
封
鎖
に
於
け
る
燭
逸
の
経
験

一定--=固

一、ー弓ト

グ巳

原
料
封
鎖
に
於
け
る
濁
逸
の
経
験

プぇ

主反

朗

序

1=> 

ベ
ル
サ
イ
ユ
僚
約
に
よ
っ
て
西
部
及
び
東
部
の
閥
境
品
川
帯
に

共
の
前
九
要
鏑
匡
を
庚
く
失
ふ
に
至
る
前
か
ら
、
軍
需
別
諸
原
料

に
闘
寸
る
澗
逸
本
図
の
自
給
能
力
に
は
、
大
な
る
紋
陥
が
あ
っ

た
。
殊
に
、
北
(
の
供
給
源
泉
を
全
然
本
園
内
に
持
っ
て
ゐ
友
い

種
類
の
重
要
原
料
も
少
く
た
か
っ
た
。
棉
花
、
ゴ
ム
の
如
き
非

鎖
物
性
原
料
の
こ
と
は
姑
く
措
く
と
し
て
も
、
時
間
石
の
如
き
も

ま
た
共
の
一
著
例
で
あ
る
。
共
の
他
た
ほ
例
へ
ば
良
質
満
俺
、

水
銀
、

一
ツ
ケ
ル
の
如
き
も
殆
ん
ど
依
芝
原
料
に

ク
ロ
ー
ム
、

属
し
、
ア
ル
ミ
ユ
ユ

l
ム
照
鍛
た
る
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
も
共
の
必

要
量
に
附
…
し
て
見
れ
ば
、
ま
た
同
じ
批
態
に
あ
っ
た
。
錫
鍍
坑

t
F
凶
十
九
巻

四

Ji. 

O 

第

銃

も
既
に
以
前
か
ム
老
駁
し
て
を
り
、

石
油
の
快
乏
ぜ
る
と
と
は

こ
れ
ら
諸
般
の
緊
要
軍
需
阪
料
に
闘
す
る
岡
内

白
給
力
が
か
L

る
欣
態
で
あ
る
の
に
、
他
方
一
九
一
四
年
七
月

の
六
戦
開
始
首
仰
に
は
、
澗
逸
も
他
の
参
戦
諸
岡
一
般
の
例
に

勿
論
で
あ
る
。

洩
れ
や
、
軍
一
河
川
肌
料
諸
資
材
の
需
給
に
」
坑
て
殆
ん
ど
何
等
の
組

織
的
計
割
を
京
て
k
A

は
ゐ
た
か
っ
た
c

こ
の
と
と
口
劃
英
宣
戦

の
直
後
に
〉
R
C
総
裁
一
7
1
テ
ナ
ウ

(
E
F
E
E
)
が
メ
ル
レ
ン
ド

ル
ブ

(
F
F
E
r
E
2
3
の
示
唆
に
動
か
さ
れ
て
同
防
犬
匝
を
訪
心
、

軍
需
原
料
に
闘
し
て
澗
逸
国
民
絞
桝
の
陥
っ
て
ゐ
る
章
一
大
た
難

境
を
銃
く
指
摘
し
、
以
て
即
時
に
一
般
軍
需
諸
原
料
に
劃
し
て

の
強
力
た
る
軍
事
的
統
制
機
構
を
旅
立
す
べ
き
を
進
言
し
た
る

こ
と
に
来
き
共
の
時
漸
〈
戦
時
原
料
昂
(
同
国

k
r
)

が
紺
椴
せ
ら
れ

認
に
初
め
て
一
般
原
料
の
計
劃
的
需
給
統
制
が
開
始
さ
れ
た
ム
」

い
ふ
事
情
を
顧
み
て
も
よ
〈
分
明
る
。

開
戦
の
営
一
初
に
於
て
右
の
如
き
欺
態
に
立
っ
て
ゐ
た
狗
逸
が

東
西
岡
関
境
に
敵
軍
苧
抽
出
え
た
ろ
上
、
海
上
は
英
海
軍
其
の
他

に
ょ
う
て
強
力
制
座
を
受
け
て
、
四
ヶ
年
十
何
学
殆
ん
ど
全
文
明

世
界
の
大
部
よ
り
隔
絶
せ
し
め
ら
れ
て
を
り
左
が
ら
、
克
く
長

Goebel， 0.， Deutsche Rohstoffwirtschaft im Weltl日h~g ， I9.3o， S. .20 ff. 



期
に
渉
っ
て
軍
力
を
支
持
し
得
た
る
の
み
な
ら
や
、
な
ほ
そ
の

屈
服
の
主
悶
は
こ
れ
を
物
質
的
側
副
よ
り
見
る
か
ぎ
り
、
決
し

て
直
接
軍
需
品
の
不
足
に
で
は
な
く
、
出
了
。
銃
後
食
糧
品
の
扶

乏
に
一
任
し
て
ゐ
た
と
史
家
の
認
む
る
と
と
ろ
に
な
っ
て
ゐ
る
程

に
、
強
搬
な
る
軍
一
平
市
原
料
支
弊
能
力
を
長
く
持
践
し
得
た
る
所

以
の
根
城
乃
一
金
は
針
策
は
、
抑
も
何
で
-b
っ
た
で
る
ら
う
か
。

此
の
問
題
に
関
係
せ
る
濁
滋
の
経
験
は
、

ひ
と
り
所
商
戦
時

制
恒
例
封
鎖
の
貫
教
を
批
判
し
究
明
す
る
に
到
し
亡
主
要
注
一
資

料
を
提
供
ナ
る
の
み
で
紅
く
、
更
に
一
般
日
戦
時
下
の
消
炭
産

業
闘
に
於
防
る
原
料
双
ぴ
生
産
へ
の
計
割
的
強
様
統
制
の
意
義

に
闘
し
て
示
唆
を
奥
へ
神
径
を
鷲
T
と
と
る
が
少
く
な
い
と
思

ふ
。
こ

L

に
、
鎖
業
経
精
製
者
ト
ラ
イ
オ
ン

Q
・

F
・Hdq。ロ)が

廿
世
紀
財
圏

2
5
z
-
z
r
pロ
z
q
司

EL)
の
設
置
に
か
L

る
経

済
制
裁
問
題
研
究
委
員
舎
の
委
唱
に
よ
っ
て
援
問
せ
る
、
右
の

猪
遜
の
経
験
に
闘
し
て
の
研
究
報
告
よ
り
共
の
要
結
を
窺
は
ん

と
す
る
所
以
で
あ
る
。

一一
原
料
の
渉
外
的
正
常
獲
得

原
料
封
鎖
に
於
け
る
濁
迭
の
経
験

濁
逸
は
共
の
戦
時
経
怖
中
、
敵
軍
の
海
陸
対
鏡
、
中
立
図
へ

の
聯
合
同
凶
側
の
政
治
的
感
迫
、
結
舶
の
不
足
、
支
梯
千
段
と
し

て
の
金
及
ぴ
共
の
他
の
諸
物
資
の
一
通
泊
、
等
々
の
重
要
諸
障
碍

に
も
不
拘
、
軍
需
諸
限
料
の
調
達
に
つ
い
て
最
後
迄
渉
外
的
五

常
獲
得
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
甚
だ
少
〈
な
か
っ
た
。

申
立
諸
国
か
ら
の
原
料
獲
得

( 

ー
) 

王
口

h

は
先
づ
こ
L

に
最
初
に
戦
時
中
の
経
伴
封
鎖
の
賀
行
が
中
立
諸
闘
を
通
じ
て

の
貨
物
流
通
を
も
費
質
的
に
遍
く
北
(
の
統
制
網
中
に
包
摂
し
て

針
列
的
J

父
治
郎
-
断
の
先
出
目
日

E
合
水
噌
ん
と
す
れ
ば
、
終
消
封
鎖

の
組
織
づ
付
と
中
立
諸
閣
と
の
問
問
係
の
調
整
と
に
多
大
の
努
力

と
長
日
月
と
を
要
し
、
而
も
な
ほ
全
く
快
陥
な
き
欣
態
に
迷
ナ

る
と
と
が
一
般
に
桜
め
て
困
難
だ
と
い
ふ
と
と
を
、
想
起
し
て

を
く
必
要
が
あ
る
。
大
戦
中
に
調
逸
に
針
し
て
中
立
諸
岡
よ
り

供
給
さ
れ
た
貫
姿
た
原
料
諸
資
材
は
少
か
ら
ね
額
に
還
し
亡
ゐ

る。
北
パ
の
巾
立
国
よ
り
調
達
さ
れ
た
る
軍
需
原
料
諸
資
材
と
し
て

は
‘
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ピ
ヤ
半
島
地
帯
よ
り
の
電
気
化
事
時
物
及
び

電
気
精
錬
諸
金
属
を
始
め
と
し
亡
種
々
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

第
四
十
九
巻

王E

第
= 
裁

王五

C-.， Tryon， IIow Germany met the T'a:W matεrials blockade， 1914-1918. 
(Boycotb and Peace， by E.， CJark， I~U2) Appendi文 III.)
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原
料
封
鎖
に
於
け
る
猫
迭
の
経
験

即
ち
諾
威
か
ら
は
耐
酸
盤
、
諸
重
要
鍛
合
金
、

一
餓
珪
索
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
黄
掛
鎖
等
が
似
給
さ
れ
た
の
で
る

る
が
、
共
の
供
給
は
戦
争
の
一
初
期
に
於
て
殊
に
革
製
在
意
義
を

有
し
て
ゐ
た
。
又
瑞
典
か
ら
終
始
大
量
に
流
入
し
て
ゐ
た
制
餓

一
向
ノ
ケ
ル
、
第

及
び
銑
倣
は
術
品
地
の
潟
に
非
常
に
大
な
る
支
援
で
あ
っ
た
。
他

方
石
油
は
中
広
間
四
掛
川
刷
尼
版
よ
り
多
H
E
に
仰
い
給
さ
れ
て
ゐ
た
む

後
に
此
の
羅
印
刷
尼
亜
が
聯
合
闘
側
に
机
楠
指
し
て
立
。
や
狽
軍
は

邸
時
に
同
国
に
侵
入
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
専
ら
同
闘
の
石
泊

資
源
を
占
端
摘
す
る
こ
と
に
目
的
を
持
っ
て
ゐ
た
。

こ
L

に
見
る

羅
目
的
尼
亜
の
場
合
は
有
力
交
戦
凶
に
隣
接
す
る
敵
岡
側
の
閲
防

脆
弱
地
帯
に
し
て
軍
一
市
空
軍
需
資
源
を
保
有
す
る
も
の
が
一
般
に

陥
る
べ
き
運
命
を
示
険
し
て
を
り
、
桜
め
て
注
意
に
値
す
る
事

柄
で
あ
る
。

( 

一一) 

同
胞
諸
国
か
ら
の
原
料
獲
得

戦
時
に
於
け
る
同

即
閣
の
意
義
は
軍
力
の
援
助
に
の
み
あ
る
の
で
は
左
く
、
食
糧

や
軍
需
原
料
諸
資
材
の
似
給
に
よ
る
援
助
乃
至
共
間
関
係
の
上

に
も
存
し
て
ゐ
る
こ
と
を
先
づ
考
へ
て
を
か
ね
ば
友
ら
友
い
。

調
治
も
大
戦
中
に
巾
欧
岡
県
闘
係
の
諸
聞
か
ら
原
料
供
給
を
受

第
四
十
九
谷

ヨL

官事

競

ーノ、

け
る
支
援
の
道
を
持
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
友
ら
ば
、
か
〈
ま
で
に

長
い
期
間
を
強
力
友
経
消
封
鎖
に
針
抗
し
続
け
る
こ
と
は
恐
ら

く
受
来
た
き
事
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
但
し
土
耳
古
か
ら
は
輸

送
の
困
難
の
故
に
殆
ん
ど
件
る
と
と
ろ
は
た
か
っ
た
。
又
勃
牙

利
市
出
か
ら
は
少
量
の
銅
を
供
給
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
然
る
に

域
内
刷
聞
か
ら
は
町
料
仙
批
判
上
世
だ
顎
嬰
泣
押
収
肋
を
得
た
も
の
で

あ
る
。
就
中
ガ
リ
シ
ヤ
の
石
油
、

J

ダ
ル
マ
千
+
の
ポ
1
守

ザ

イ

ト
は
調
逸
の
戦
争
遂
行
能
力
の
主
要
た
来
本
的
因
子
に
屈
し
て

ゐ
た
。
喚
闘
か
ら
は
更
に
ク
ロ
ー
ム
織
を
供
給
せ
ら
れ
又
水
銀

に
至
つ
一
」
は
そ
こ
か
ら
の
供
給
が
殆
ん
ど
唯
一
の
も
の
で
あ
っ

た
。
共
の
他
に
、
黒
鉛
、
変
苦
土
石
、
資
鍛
錬
、
満
俺
、

9 
y 

グ
ス
テ
ン
等
も
喚
国
か
ら
の
供
給
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
の
事
寅

は

一
図
の
戦
時
粧
持
能
力
を
親
祭
す
る
に
首
っ
て
、
可
能
的

同
盟
国
か
ら
の
供
給
閥
係
を
一
宥
過
す
べ
か
ら
宮
る
こ
と
に
つ
き

教
え
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

-E -
敵
園
館
所
属
の
原
料
及
び
資
源
の
占
取

軍
力
に
上
る
敵
同
領
の
占
擦
が
狽
逸
の
原
料
諸
資
材
の
獲
得



に
針
し
て
貢
献
し
た
る
影
響
力
は
茜
だ
大
き
い
。
狽
草
が
羅
印
刷

尼
亜
を
占
嫁
す
る
に
際
し
て
聯
合
図
側
軍
隊
は
油
田
の
破
壊
、

貯
蔵
油
の
焼
却
に
努
力
し
た
け
れ
ど
も
、
彼
等
は
共
の
被
占
嫁

後
に
一
維
馬
尼
堕
が
如
何
に
依
然
と
し
て
湖
渇
に
叫
乱
し
て
の
有
力

た
石
油
似
粉
、
源
泉
を
友
し
た
で
あ
ら
う
か
、
共
の
黙
を
球
知
す

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
更
に
悲
比
亜
畑
山
の
占
擦
は
著
し
き

分
量
に
達
す
る
銅
及
び
ク
口

I
ム
の
供
給
を
結
川
市
し
た
。
だ
ほ

怖
領
口
レ

I
ヌ
の
占
嫁
は
問
問
凶
側
へ
の
鈎
供
給
力
を
担
化
し

肝
心

ι刑
'
士

L
さ
T
h片
岡

q
H，)
I
'
i
，
〉
・
コ

j
z川
そ
オ

7
t利
初
出

t
間
同
日
ず
れ
を
法
足
れ
ハ

土
J
J
山
也
、
J

1

義
由

j
v
f
v
I
明
IJ

叫
般
に
於
て
も
民
々

'i"1 

ト
ム
川
町
:
H

f
f
l
n
 
理
舟
目
、
手
3

智
子
、
十
〉

r
b
L
i米
犬
λ

「

U
号

u
f
J
3
1
r

感
し
き
獲
得
が
あ
っ
た
事
も
重
要
説
せ
ね
ば
な
ら
む
。
就
中
、

向
耳
義
、
北
部
悌
筒
、

ア
ン
ト
ワ

l
プ
等
の
攻
略
に
上
っ
て
濁

逸
は
多
量
の
石
油
、
ゴ
ム
、
硝
段
階
m
類
、
棉
花
、
羊
毛
、
共
の

他
諸
般
の
烹
嬰
資
材
を
入
手
す
る
こ
と
が
問
来
た
。

と
れ
ら
の

黙
は
凡
で
一
闘
の
戦
時
経
済
に
於
け
る
原
料
資
材
の
到
達
能
力

の
計
算
上
に
逸
す
べ
か
ら
ぎ
る
一
項
目
と
た
る
も
の
で
る
る

Q

四

戦
争
開
始
蛍
時
に
於
け
る
貯
蔵
分

原
料
封
鎖
に
於
け
る
掲
涯
の
経
験

戦
争
開
始
の
営
時
に
狽
泡
の
手
に
あ
っ
た
原
料
資
材
の
貯
蔵

分
は
大
別
し
て
三
項
目
に
す
る
と
と
が
出
来
る
。
第
一
は
、
完

成
財
と
し
て
保
有
さ
れ
た
準
備
軍
需
品
で
あ
る
。
此
の
種
の
貯

減
分
は
、
周
知
の
如
く
桜
め
て
共
の
額
少
〈
、
事
責
戦
争
第

年
の
十
二
月
迄
に
於
て
首
初
の
貯
蔵
分
は
消
突
し
議
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

ウ
ル
ツ
バ
ツ
ヘ
ル
勝
一
阜
の
計
算
に
操
る
と
、
そ
れ
は

戦
争
最
後
の
年
印
ち
一
九
一
八
作
に
於
て
の
消
費
欣
態
を
以
て

ず
る
な
ら
ば
、
慢
に
廿
日
間
八
A

の
使
用
を
支
え
得
る
量
に
過

F

T
」
る
限
度
の
も
の
ぜ
あ
コ
た
3

第
二
士
、
持
亡
賢
一
戸
可
能
に
針

4
t
1
r一一
i

t

j

し
亡
計
刻
的
に
叩
備
一
9

み
目
的
配
以
て
主
と
し
て
斡
入
に
よ
勺

て
貯
地
し
た
る
分
で
あ
る
。
と
れ
は
一
九
一
三
年
迄
の
調
逸
輪

入
統
計
及
び
岡
内
生
産
統
計
、
な
ら
び
に
共
の
他
の
凋
逸
総
消

の
諸
統
計
を
某
礎
に
し
た
詳
細
級
鮮
の
検
討
に
よ
っ
て
明
に
せ

ら
る
べ
き
問
題
を
成
す
け
れ
ど
も
、
湖
俺
袖
酬
を
除
い
て
は
特
に

注
目
す
べ
き
視
の
何
も
の
も
友
か
っ
た
と
い
ふ
の
が
大
鰐
受
賞

の
見
解
の
ゃ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
一
四
年
八
月
八
日
の

ラ

1
テ
ナ
ウ
の
聾
明
か
ら
も
推
測
さ
れ
得
る
と
と
ら
で
あ
る
。

第
三
は
、
山
保
障
輸
送
の
途
中
に
あ
る
民
間
産
業
の
原
料
資
材
と

第
四
十
九
巻
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『我が関産業は準備な〈して職争o::)~t t.1i~ に飛び込んだ。か〈て原料資材につい
ては特に大なる準備的貯窺E持ワてゐない。」

3) 



原
料
封
鎖
に
於
け
る
濁
逸
の
鯉
験

消
費
総
器
及
び
生
産
粧
品
百
の
流
動
過
程
に
泣
か
れ
て
ゐ
た
経
常

的
準
備
手
持
の
朕
料
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
項
目
も
、
濁
品
曜
の
如

〈
に
多
く
の
原
料
種
類
に
つ
き
共
の
供
給
源
泉
よ
り
透
く
隔
つ

て
位
し
、
且
つ
高
広
に
務
悲
し
た
る
産
業
閣
の
事
と
し
て
は
、

決
し
て
何
一
肌
す
べ
き
荒
で
は
な
い
が
、

し
7うL

し
そ
れ

L土
佐1
I~) 

限
界
の
あ
る
と
と
で
あ
る
。

五

民
需
用
泊
費
の
制
限
及
び
民
需
資
材

の
徴
用
同
牧

大
戦
中
に
狽
逸
に
於
て
、
高
度
の
図
民
道
徳
と
巧
妙
に
し
亡

強
力
な
る
組
織
の
威
力
と
が
、
驚
く
べ
き
程
度
に
民
需
を
制
限

し
統
制
し
得
て
、
以
て
少
か
ら
ぬ
程
度
に
軍
需
原
料
の
供
給
を

強
化
す
る
に
資
盆
し
得
た
る
事
寅
は
一
般
に
戦
時
経
済
の
問
題

に
つ
い
て
淀
闘
す
べ
き
毅
訓
と
た
り
、
示
唆
と
な
る
も
の
で
る

る
。
棉
花
、
羊
毛
、
ゴ
ム
等
の
民
場
開
制
限
を
始
め
と
し
、
鋼
、

重昂

一
ツ
ケ
ル
、
水
銀
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
等
の
重
要
諸
金
属

資
材
に
闘
す
る
民
需
消
費
の
制
限
は
極
め
て
高
度
に
注
し
、
そ

れ
は
戦
前
使
用
量
の
十
分
の
一
に
ま
で
切
詰
め
ら
れ
る
に
至
つ

第
四
十
九
巻
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た
。
石
炭
の
民
需
消
費
も
亦
似
皮
に
制
限
さ
れ
、
共
の
潟
に
操

業
停
止
の
工
場
も
生
じ
、
政
客
州
車
の
運
持
は
免
許
を
得
た
る

旋
容
の
伐
の
み
に
限
ら
れ
、
北
ハ
の
涯
一
仲
間
教
は
戦
前
の
五
分
の

一
に
ま
で
減
ぜ
ら
れ
た
。
主
要
資
材
の
民
需
使
附
の
制
限
は
夏

亡
主

υ
J
、
決
乏
奇
寸
炉
二
1
h
1
1
し
一
し
ご
宅
h
L
U
E
持
北

i
u見
ノ
η
1
1
4
3
J
4
h
Y
4
4
〈

』

刊

rh7ノ
工
こ
制
抑
制

:
t
7

る
生
新
川
諾
射
.
椴
械
北
一
の
他
め
生
丙
的
諸
手
段
%
公
共
諾
設

備
物
等
に
於
け
る
諸
材
料
辛
~
徴
集
し
て
軍
需
阪
料
に
糊
刷
ナ
る

方
一
闘
に
ま
で
発
展
し
た
。
現
代
文
明
は
生
品
川
過
程
並
び
に
生
産

過
程
の
諸
方
面
に
成
く
且
つ
大
規
校
に
金
属
資
材
を
使
用
し
て

を
り
、
従
っ
て
現
代
の
諸
大
都
市
は
一
般
に
一
つ
の
大
餓
山
に

も
警
へ
ら
れ
る
の
で
る
る
が
、
戦
時
間
州
逸
は
此
の
事
貨
を
利
用

し
た
の
で
あ
る
。
印
ち
始
め
に
は
岡
氏
の
問
委
制
に
よ
り
、
後

に
は
官
標
的
強
制
々
に
よ
っ
て
、
家
庭
、
工
揚
、
底
筒
、
諸
公

共
設
備
物
等
凡
有
る
不
念
の
方
面
か
ら
、
快
乏
諸
金
属
殊
に
、

青
銅
、
貫
録
、
銅
、
鈴
等
々
を
原
材
料
と
せ
る
諾
財
貨
叉
は
陵

品
を
徴
募
し
回
収
し
て
、
献
納
に
よ
る
も
の
以
外
は
公
定
債
格

に
よ
っ
て
支
掠
っ
た
。
教
舎
の
鏡
、
銅
像
等
の
熔
解
等
迄
行
は

れ
た
事
責
は
、
如
何
に
大
規
模
に
徹
底
的
に
此
の
方
法
が
実
行



さ
れ
た
か
を
窺
は
し
め
る
。
鋼
材
料
の
屋
根
は
剥
が
れ
、
門
戸

の
貫
鎗
把
千
も
姿
を
消
し
た
。

ー‘・，、

岡
内
貧
持
鋪
匿
の
開
殺

圏
内
所
在
の
貧
弱
錦
町
四
を
開
設
す
る
こ
と
も
一
の
布
力
左
手

段
で
一
あ
っ
た
。
黒
鉛
、
件
丸
山
間
践
の
内
額
は
宵
て
の
五
倍
に
、
タ

ン
グ
ス
テ
ン
の
そ
れ
は
十
倍
と
友
り
、
=
ツ
ケ
ル
も
必
要
量
の

約
半
額
を
自
給
し
得
る
ま
で
に
友
っ
た
。
浦
俺
の
唐
山
量
は
一

九
二
二
年
の
百
倍
強
に
広
一
も
な
っ
た
。
一
岡
内
平
時
綿
一
高
額
を

以
て
戦
時
総
怖
に
於
け
る
そ
れ
を
推
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
及
び

鮒
山
内
州
市
左
の
戸
川
知
じ
述
寸
る
出
に
は
路
下
に
守
門
を
以
ご

一
日
ペ
出
口
事
空
教
え
夫
も
の
で
あ
る
じ

七

合
成
化
皐
口
叩
の
製
造
正
代
用
原
理
の

遁
用

物
資
の
快
之
は
、
合
成
化
的
晶
子
の
賓
際
的
工
誕
化
に
異
常
な
る

刺
戟
を
貸
し
た
。
同
定
由
主
業
工
業
と
栂
脳
合
成
工
業
と
は
共
の

二
大
事
例
で
あ
る
。
併
し
、
合
成
ゴ
ム
及
び
合
成
石
油
の
研
究

及
び
工
議
化
は
非
常
な
る
努
力
が
あ
っ
た
に
も
一
小
拘
、
戦
時
中

に
は
途
に
成
川
市
を
事
げ
得
な
か
っ
た
。
凡
で
此
の
方
耐
で
は
既

原
料
封
鎖
に
於
け
る
濁
泡
の
経
験

に
戦
前
に
北
(
の
利
率
的
研
究
が
成
功
の
域
に
達
し
て
ゐ
た
も
の

だ
け
が
工
業
化
さ
れ
得
た
識
で
る
る
。
研
究
が
多
年
の
日
子
を

要
す
る
一
事
そ
教
え
る
も
の
で
あ
る
。

な
ほ
、
資
材
の
別
詮
を
置
換
へ
た
り
、
使
用
原
材
料
を
縫
更

し
た
り
す
る
所
間
代
別
原
理
の
費
際
的
油
川
は
軍
需
、
民
需
の

各
方
面
に
非
常
に
成
〈
賀
行
さ
れ
て
、
樹
海
の
戦
時
下
物
資
扶

乏
の
緊
張
を
綬
和
一
9

る
に
興
っ
て
大
な
る
貢
献
を
左
し
た
。

八

結

= j;:i 

現
代
戦
争
に
勝
利
生
得
べ
古
川
」
経
内
的
基
礎
傑
件
辻
、
制
点
機
、

機
崎
明
仏
法
、
及
び
化
地
十
ア
ム
活
に
山
川
け
お
関
内
ル
イ
一
応
力
の
大
規
杭

だ
禁
法
と
並
び
に
鍛
錬
、
石
炭
及
び
、
有
油
の
充
分
な
る
自
給

力
に
あ
る
と
は
、
今
日
、
不
動
の
州
問
則
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
大
戦
蛍

時
、
術
品
渇
は
石
油
自
給
力
の
結
以
外
で
は
有
の
説
僚
件
を
犬
悌

充
分
に
充
し
件
て
ゐ
た
。
繭
徐
の
軍
需
諸
原
料
の
自
給
力
乃
至

は
戦
前
の
準
備
に
至
つ
て
は
、
倒
め
て
大
友
る
絞
陥
を
持
っ
て

ゐ
た
け
れ
ど
も
、
本
文
に
見
た
る
が
如
き
諸
手
段
に
よ
っ
て
長

ぐ
共
の
扶
乏
緊
張
に
剖
庭
し
て
以
て
克
〈
軍
力
を
維
持
す
る
と

と
が
山
川
来
た
の
で
あ
る
。
就
中
生
産
及
び
消
費
へ
の
組
織
的
統

制
の
力
、
閤
民
の
道
徳
的
協
力
、
並
に
対
外
交
梯
力
乃
至
は
軍

力
を
某
礎
と
す
る
渉
外
的
調
達
の
拡
が
特
に
注
目
に
値
す
る
。

第
凶
十
九
日
替
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